
Ｊ
Ｒ
高
松
駅
前
で
８
日
、
主

催
し
た
高
松
市
在
住
の
女
性
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
呼
び
か

け
に
応
じ
た
約
１
０

０
人
が
、
ペ
ン
ラ
イ

ト
デ
モ
の
「
＃
平
和

憲
法
を
守
る
０
４
０

８
ｉ
ｎ
香
川
」
に
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の

デ
モ
は
、
全
国
の
47

都
道
府
県
の
約
１
６

５
カ
所
で
一
斉
に
行

わ
れ
た
全
国
で
の
連

帯
ア
ク
シ
ョ
ン
の
一

つ
で
す
。
約
１
時
間
、
ペ
ン
ラ

イ
ト
を
ふ
り
、
コ
ー
ル
を
続
け

ま
し
た
。

取
材
に
こ
た
え
た
参
加
者
は
、

「
初
め
て
デ
モ
に
参
加
し
た
が
、

み
ん
な
一
人
ひ
と
り
平
和
を
叫

ん
で
い
て
、
改
め
て
平
和
な
日

本
や
世
界
を
つ
く
り
た
い
と
感

じ
た
」
（
10
代
女
性
）
、
「
香

川
で
も
、
（
ペ
ン
ラ
イ
ト
デ
モ
）

な
い
か
な
と
思
っ
た
ら
あ
っ
た

の
で
参
加
し
た
く
な
っ
た
」

（
60
代
女
性
）
、
「
政
治
的
関

心
が
ひ
ろ
が
り
、
も
っ
と
こ
の

運
動
も
ひ

ろ
が
れ
ば

良
い
と
思

う
」
（
40

代
男
性
）
、

「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
『
戦
争

反
対
』
『
主
権
者
は
私
た
ち
』

と
の
声
が
聞
け
て
心
強

い
し
、
幸
せ
だ
」
な
ど

と
語
り
ま
し
た
。

デ
モ
カ
レ
ン
ダ
ー
（
Ｄ

Ｅ
Ｍ
Ｏ

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｎ

Ｄ
Ｅ
Ｒ
．
Ｊ
Ｐ
）
に
よ

る
と
、
４
月
８
日
の
デ

モ
行
動
は
、
１
６
３
カ

所
の
集
計
で
約
５
万
人

が
参
加
し
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
の
ラ
イ
ブ

視
聴
は
約
７
万
人
（
合

計
12
万
規
模
）
と
な
り
ま
し
た
。

平
和
憲
法
を
生
か
す
香
川
県

民
の
会
は
４
日
、
高
松
市
の
丸

亀
町
グ
リ
ー
ン
前
で
、
参
加
し

た
約
30
人
が
シ
ー
ル
ア
ン
ケ
ー

ト
や
街
頭
宣
伝
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

会
の
杉
村
智
子
代
表
委
員

（
８
・
15
戦
争
体
験
を
語
り
継

ぐ
会
代
表
）
、
護
憲
香
川
県
民

連
合
の
大
熊
正
樹
事
務
局
長
、

平
和
労
組
会
議
の
福
田
裕
之
議

長
、
み
ど
り
香
川
の
渡
辺
さ
と

子
代
表
、
社
会
民
主
党
香
川
県

連
合
の
多
田
雄
平
代
表
（
さ
ぬ

き
市
議
）
、
日
本
共
産
党
の
石

田
真
優
書
記
長
な
ど
が
リ
レ
ー

ト
ー
ク
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ

や
イ
ス
ラ
エ
ル

に
よ
る
国
際
法

や
国
連
憲
章
違

反
の
一
方
的
な

イ
ラ
ン
攻
撃
の

終
結
や
、
日
本
政
府
、
高
市
自

維
政
権
の
姿
勢
に
つ
い
て
た
だ

し
、
国
民
主
権
や
基
本
的
人
権

の
尊
重
、
平
和
主
義
な
ど
日
本

国
憲
法
の
三
本
柱
や
命
や
暮
ら

し
、
生
業
（
な
り
わ
い
）
を
守

れ
、
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。
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６)全国教研への参加

や退職勧奨をはねのけ

る闘い

全国教研への参加は高

松市では研修で参加でき

ました。北海道教研に研

修は難しいので、年次休

暇で参加しようとしまし

たが、年休も取らせない、

欠勤簿に名前を書くよう

に求められました。最初

は勤務校の校長に、次は

町の教育長に、最後はお

寺の印綬まで使って「北

海道教研に行くのをやめ

ろ」と教研参加を阻止し

ようと圧力をかけられま

した。干渉に屈せずに参

加しましたが、それほど

執拗に止めたのは、教研

のレポートが「いじめ・

不登校」で

あったため

だと後で分

かりました。

県教委から

の指示で校長が何として

も止めようとしたのです。

県教委など人事権を持つ

ものや権威に弱く、面子

ばかりを気にして児童生

徒のための教育であるこ

とをおろそかにする校長

が多いのが残念です。

1970年代には退職勧奨

を拒否する闘いに取り組

みました。当時は夫が管

理職になると40代でも退

職勧奨を始めるという酷

い状況でした。香教組の

組合員は勧奨を拒否して

60歳を超えても働き続け

る人がいました。

組合員以外は57歳ぐら

いで辞めるのが普通でし

た。その結果、組合を一

度辞めた人が退職勧奨を

はねのけるために再加入

して活動するということ

もありました。何年か前

に100歳近い元教員の女

性から「先生のおかげで

長いこと務めることがで

きたので、今は年金がよ

うけもらえとる」と声を

かけられました。当時、

香川県中を走り回って退

職勧奨をはねのける闘い

をしたことが報われたよ

うでうれしかったです。

今は産休や育児休暇が

充実して、労働条件が改

善されましたが、昔は自

分のお金で子守さんを雇っ

て勤務していました。こ

れも長い間の香教組など

の要求で勝ち取ったもの

です。

生まれたら戦争だった
-戦前･戦後を振り返りつつ

元中学校教員 河田 敬一郎

全
国
で
一
斉
に
「
平
和
憲
法
を

守
る
た
め
の
緊
急
ア
ク
シ
ョ
ン
」

香
川
で
も
改
憲
や
戦
争
に
反
対
訴
え
る

平
和
憲
法
を
生
か
す
香
川

県
民
の
会
が
街
頭
宣
伝

高
松
市
で
は
、
物
価
高
騰
が

暮
ら
し
と
営
業
を
直
撃
し
、
商

店
街
の
衰
退
や
中
小
零
細
企
業

の
倒
産
な
ど

地
域
社
会
の

衰
退
が
益
々

進
行
し
て
い

ま
す
。
２
０
２
０
年
度
か
ら
国

保
料
１
人
平
均
約
１
万
円
引
き

上
げ
を
強
行
。
６
世
帯
に
１
世

帯
が
納
期
ま
で
に
払
え
な
い
深

刻
な
状
況
で
す
。
物
価
高
で
暮

ら
し
が
大
変
な
時
に
先
の
12
月

議
会
で
下
水
道
使
用
料
金
を
今

年
の
６
月
か
ら
約
３
割
値
上
げ

を
決
定
。
こ
の
間
、
塩
江
分
院

の
病
床
が
廃
止
さ
れ
、
奥
の
湯

温
泉
・
行
基
の
湯
の
休
止
、
市

民
プ
ー
ル
、
総
合
福
祉
会
館
、

高
松
テ
ル
サ
な
ど
身
近
で
必
要

な
公
共
施
設
が
ど
ん
ど
ん
廃
止

縮
小
さ
れ
て
い
ま
す
。
福
祉
予

算
が
削
ら
れ
る
一
方
、
サ
ン
ポ
ー

ト
地
区
の
巨
大
開
発
に
巨
額
の

税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
２
１
３
億
円
か
け
た
新
県
立

体
育
館
が
開
館
し
ま
し
た
が
土

地
は
高
松
市
が
市
有
地
を
た
だ

で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
中
央

公
園
や
競
輪
場
の
再
整
備
・
丸

亀
町
再
開
発
な
ど
も
一
体
で
進

め
ら
れ
て
お
り
、
総
額
で
１
兆

円
を
超
す
と
言
わ
れ
て
い
る
高

松
環
状
道
路
も
加
わ
り
、
莫
大

な
税
金
が
投
入
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
暮
ら
し
を
支
え
る

行
政
の
役
割
を
縮
小
し
、
官
民

連
携
で
公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
民
営
化
が
急
速
に
進
ん
で
い

ま
す
。
（
市
民
課
の
窓
口
の
一

部
、
競
輪
場
、
公
立
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
、
香
南
楽
湯
な
ど
）

高
松
港
や
高
松
空
港
の
軍
事

利
用
も
進
め
ら
れ
、
市
民
が
戦

争
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。

今
こ
そ
、

国
の
悪
政

か
ら
住
民

の
命
と
暮

ら
し
を
守

る
市
政
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

党
市
議
団
は
、
国
言
い
な
り

の
大
西
市
政
と
対
決
し
、
地
方

自
治
体
の
一
番
の
役
割
で
あ
る

住
民
の
福
祉
増
進
の
た
め
に
住

民
要
求
実
現
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
繰
り

返
し
市
民
と
力
を
合
わ
せ
取
り

組
ん
で
き
た
小
中
学
校
の
給
食

費
無
償
化
の
運
動
が
実
り
4
月

か
ら
小
学
校
の
給
食
費
無
償
化

と
中
学
校
１
学
期
の
み
無
償
化

の
新
年
度
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
完
全
無
償

化
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

約
一
年
つ
づ
い
た
裁
判
の
判

決
が
２
月
27
日
に
あ
り
、
「
証

拠
不
十
分
」
と
し
て
私
た
ち
の

訴
え
を
す
べ
て
棄
却
す
る
と
い

う
不
当
な
も
の
で
し
た
。

私
た
ち
は
30
余
点
の
文
書
、

写
真
の
証
拠
を
提
出
し
、
住
民

の
不
安
の
解
消
を
【
４
面
に
】
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２
日
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領

が
ア
メ
リ
カ
国
民
に
向
け
て
演

説
を
行
っ
た
。
終
戦
に
向
か
う

か
？
そ
ん
な
思
い
は
打
ち
砕
か

れ
、
さ
ら
に
攻
撃
を
激
化
さ
せ

る
と
。

ナ
フ
サ
不
足
な
ど
で
、
点
滴

用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
チ
ュ
ー
ブ
の

価
格
が
２
倍
に

医
療
用
手
袋
の

生
産
調
整
も
始

ま
る
な
ど
、
医

療
現
場
は
深
刻

な
事
態
に
。
上
野
厚
労
大
臣
は

記
者
会
見
で
、
厚
労
省
が
行
っ

た
医
療
資
材
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の

結
果
を
受
け
、
在
庫
量
は
公
表

し
な
い
が
、
直
ち
に
供
給
は
滞

ら
な
い
の
で
当
面
は
安
心
い
た

だ
け
れ
ば
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
「
在
庫
量
は
言
え
ん

が
、
し
ば
ら
く
の
間
不
足
は
な

い
か
ら
、
安
心
し
て
く
だ
さ
い
」

と
言
わ
れ
て
も
、
そ
れ
で
安
心

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
国
内

33
万
人
余
の
透
析
患
者
を
は
じ

め
、
患
者
に
と
っ
て
生
死
に
関

わ
る
事
態
だ
。

石
油
由
来
の
医
療
物
資
に
つ

い
て
、
政
府
が
把
握
し
て
い
る

在
庫
の
状
況
や
供
給
の
見
通
し

に
つ
い
て
、
国
民
に
、
特
に
医

療
関
係
者
に
明
ら
か
に
す
べ
き

だ
と
大
臣
を
た
だ
し
た
。

そ
も
そ
も
現
状
の
全
容
が
政

府
の
手
の
ひ
ら
に
乗
っ
て
い
る

の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
政
府

が
つ
か
ん
で
い
る
物
資
の
項
目

も
、
全
体
の
量
も
明
ら
か
に
し

な
い
な
い
の
に
、
安
心
だ
け
押

し
付
け
る
よ
う
な
こ
と
は
や
め

る
べ
き
。

医
療
危
機
を
招
く
重
大
事
態

は
、
な
ん
と
し

て
も
回
避
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
イ
ラ
ン
の

ア
ラ
グ
チ
外
相

は
日
本
関
連
船
舶
の
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
通
過
を
認
め
る
用
意
が
あ

る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
国
民

の
命
を
守
る
先
頭
に
立
つ
厚
労

大
臣
と
し
て
、
高
市
首
相
に
イ

ラ
ン
と
交
渉
す
る
よ
う
に
要
請

す
る
べ
き
だ
と
強
く
求
め
た
。

中
東
情
勢
に
よ
る
資
材
高
騰

に
緊
急
の
医
療
機
関
へ
の
支
援

が
必
要
だ
。

勇
気
り
ん
り
ん
エ
ッ
セ
イ

参
議
院
議
員

白
川
よ
う
子

わ
が
町
は
今

日
本
共
産
党
高
松
市
議
会
議
員

藤
沢
や
よ
い

平
池
逆
流
裁
判

現
状
無
視
の
政
治
的
判
決


